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遊星惑星源流考N（2）
Etymological　Cons’derations　of　“Planet．”ee

井　本　遽i　SzaSMMωfmoto

　以上概則する虚，遊星の方が惑星よりも，優勢であると云ひ得るであらう．

　“遊星”“惑星”以外に，同じ西洋のplanetの意味を表はす言葉があるが其

の主なるものは“行星”と“緯星”とである．此の外，古海木盛土金水の五遊

星を五星叉は“五爵”と云ぴ，之に日月を加へ“七曜”とも云って居る．更に

重訂と羅喉の二つを加へて“九日狸”とも呼んだのであった．七曜は叉tt‘七星”

或は“七並”とも云ったのである．翠蔓厨口には“七曜二七政と日ふ”と載っ

て居るが，“七政”は漢書天文志や史記天宮書にも見えて居て，非常に古い言

葉である．“一朝”も後漢書劉陶傳に出て居るが，“陶は書藪十萬言を著し，

：叉七曜論を作る”と載って居る．此の“七政”“七曜”と同様に，“五星”と云

ふ文字も古いのであって，前漢書藝丈志には“纈墳五星暦十四雀”“自墨壷星

宿紀三十巻”“傳周五星行事三十九雀”など，五星に心する天文書の名が見え

て居る．叉“五星東井に叢る”などの靭は有名である．史記天長書にも“天に

五星あり，地に五行有り”と出て居るが，甚だ古いものである．次に，之等遊

星惑星の異名別名の中，行星と緯星とに寒し暫く考讃して見ること玉’しよう．

　：先づ“行星”と云ふのは，支那の比較的近代の書物に：載って居る文字である

が，之はあのJohn　Hersche1の“Outline　of　Astronomy”の支那課なる“談

天”と云ふ書に，planetの華語として載って居るのである．因に談天は成豊

己未の年郭ち安政六年（1859）に支那で刊行された書物である．之より後，日

本に穿ても“行星”と云ふ文字が用びられるこ．とXなり明治四年に出た“博

物新編”と云ふ書物は素より，明治五年に書かれた“理學初歩圓解”，：更に叉，

明治十二年鈴木義宗の編輯になる“天文學”にも同じ年尾崎三良により書かれ

た“文學自在”と云ふ書にも．κ行星”と云ふ字が採用されて居る。叉，明治十

六年，丸善商杜から出版ざれた“百科全書”も矢張り“行星”’と云ふ文字を用

ひて居る．そして此の行星と云ふ文字は其の以後は見受けられなくなった・

　次に，“緯星”であるが，回れ叉遊星，惑星と同様左程歴史は古くはなく，

寛政三年（1791）高井晒我が著した‘‘訓蒙天地辮”に初まって居るやうだ．そ

してあの長崎の通詞志野忠雄が寛政十年（1798）John　K：eilの天文書を諜した
　　　　　　　　　　　　　　しびのぶと云ふ“歴象新書7にも，巨峯戊申が文政四年（1821）に書いた“天の御柱”

にも，矢張り緯星と云ふ文字を採用して居る．猫，元緑七年（1694）貝原好古
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が編輯した和爾雅には“五緯”と云ふ丈字が載って居るが，其後，安政二年

（1855）に澁海景佑が書いた‘‘暦引圖編”にも五緯と云ふ文字が見えて居る．五

緯は，譲んで宇の通り，五つの緯星と云ふ意味であって，一群は斗星に封ずる

言葉であるが，機で織物を織る時に緯糸と経糸とがある様に，古土星も之と右

様，維星と云って経糸と同じく二十八宿の如き動かない星があるのに劉し緯糸

の如権星を縫って動いて叡星がある，夫れを緯星と云ったものである．

　淳鮪七年（1247），：東嘉王二士が蘇州の孔子肝内に建てたと云ふ南湖の黄裳

の天文圖にも“緯星は五行之精にして，木を歳星と日ひ，火を榮惑と討ひ，土

を填星と日ひ，金を太白とElぴ，水を辰星と日ふ．日月を併せて，之を七政と

謂ふ”と見えて居る．從って；緯星と云ふ文宇も行星と同じく，支那から渡射

したものなのである．因に，現今支那で用ぴられて居るのは上に述べた“行星”

と云ふ文字である．

　此の外，佐藤信淵は天保十三年（1842）到行の其事“錨造化育論”の中で特

別の用語として“運星”と云ふ字を使用し，内運星と外運星とに分けて居るが，

蓋し之は同氏の獲明に係るものであらう．特殊のものとして附記する．

　大豊，上に匙べた廣で本篇“遊星惑星源流考”を絡ることXするが，京都の

渡邊敏夫氏も，本問題を取扱った一文を草して居られるとのことであるが，此

の機會に＃憎したいものである．・本木良永め“天地二球用法記”に，惑星の文

字が載って居ることについては，同氏の教示を得たことを藪に併記する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和ユ6年12月5日目）
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